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学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
（  角田 大介    印 ） 
 
（学位論文のタイトル） 
 The Trk family of neurotrophin receptors is downregulated in the lumbar spines 
 of rats with congenital kyphoscoliosis. 
(先天性脊柱後側弯症モデルラットの腰椎では神経成長因子受容体であるTrkファミリー 
の発現が低下している。) 
















































一方、TrkCは骨形成関連分子である骨形成タンパク質(bone morphogenetic ptotein, 
BMP)に対して抑制的に働くとされる。進行性骨化性線維異形成症(fibrodysplasia  
ossificans progressive, FOP)は、BMPの骨組織誘導活性の亢進により異常な骨化進行が 
みられる疾患であるが、椎骨の形態異常や椎間関節の癒合もみられる。ISではTrkCの発 
現低下によりBMPの相対的過剰がみられ、癒合椎などが生じる可能性が考えられる。 
今後、先天性側弯症と神経系の関与について更なる解析が必要であるものの、ISにおけ 
る神経成長因子受容体遺伝子群の発現低下の発見は先天性側弯症の病態解明への重要な 
足懸りになると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
